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zを虚部が正である複素数とし, O(0), P(2), Q(2z)を複素数平面上の 3点とする. △OPR, △PQS, △QOTは△OPQの

内部と重ならない正三角形とし, 3点 U, V, Wをそれぞれ△OPR, △PQS, △QOTの重心とする.

(1) 3点 U, V, Wが表す複素数をそれぞれ zで表せ.

(2) △UVWは正三角形であることを示せ.

(3) z が z − i = 1
2
を満たしながら動くとき, △UVWの重心 Gの軌跡を複素数平面上に図示せよ. ただし, iは虚数

単位を表す.
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z を虚部が正である複素数とし, O(0), P(2), Q(2z)を複素数平面上の 3点とする. △OPR, △PQS, △QOTは△OPQの内部と重
ならない正三角形とし, 3点 U, V, Wをそれぞれ△OPR, △PQS, △QOTの重心とする.
(1) 3点 U, V, Wが表す複素数をそれぞれ z で表せ.

(2) △UVWは正三角形であることを示せ.

(3) zが z − i = 1
2
を満たしながら動くとき, △UVWの重心Gの軌跡を複素数平面上に図示せよ. ただし, iは虚数単位を表す.

(1) U(u), V(v), W(w)とおく. Im(2z) > 0より, 3点 O, P, Qは左回りに並ぶ.

よって


−→
PRは

−→
POを

−→
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QPを
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60◦ 回転したものとなるので,
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−→
POを
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−−→
OWは

−→
OQを

30◦ 回転して 1√
3
倍したものである.
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より
−−→
UWは

−→
UVを 60◦ 回転したものなので, △UVWは正三角形である.

(3) G(g)とおくと, g = u+ v + w
3

= 2z + 2
3

が成り立つ.

zがD : z − i = 1
2
内を動くときに gが描く図形を C とおくと,

g ∈ C ⇐⇒ ∃z (∈ D), g = 2
3
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⇐⇒ ∃z
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よって C : g − 2(1 + i)

3
= 1

3
であり,

これは点
2(1 + i)

3
を中心とし, 1

3
を半径とする円なので, 図示は右図.
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